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　　　　　　　　山一n㌦市凋縁の・地s質’＊　一回

　　　　　　　　　　　　　盲　　野　　言　：生xee

　　　　　　　　　　　　　　　　I前　　．書

期鯉灘・熱糊東醐鯵噸北細卿ピわ7こ成鏑レて励1遡
｝ま砂岩・粘板岩6珪岩および石灰碧なざカ・ら癩不変成古生層に接してい6．　。’

　この地方については，すでにふるく，小倉勉e’ン」・沢儀明・杉山敏郎の諸氏による報告が

みられ，すぐれた予見がなされていお。

　著者は・山口市周縁地域の不変成古生層と変成岩類との相互関係ならびに変域紫類の地

質構造をたしかめるために・工947年以来ヒの地域の調査を行なってきた。変成砦熱辱厚岩．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びロバゴ　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　セの欄騨作ることによって”．4の獅拳騎をこころみ・鱒ますでに，騨貿饗酋

日本支蔀第6回例会（19与0年12月10日）の席で予報として一応報告したが・そめ後も調査
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ．、べ　1
を続けてきたo

山゜市付近は・地形の起雌が小で・充分魎質離の騎はlb’こなe’え榊㍉，純

までにえられた結果をここで報告し7こいと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　　　　ヂ
　この調査にあたり，広島大学小島丈児教授は現地調査に同行され，また秀敬講師はビめ

醐躰糊腸研究グルe－’プの方々ならびに艸蝉高騨押騨授゜開興荊の
方々からも，しばしば有益な御助言と御批剣をレ†ゴこいた。これらのガ妥に厚く御礼申し

上げるo　・　　　　　　・　　　へ

　なお，この調査には，文部省科学研究費交付金の一部を使用しナこ。　　　　　　　・∵・

　　　　　　　　　　　　　III地質及び地質構造概観，

　1　古期岩石類

　この地域には古期岩石類と．して，不変成古成層（上部古生代）および従来千枚岩と濾称

され撃層か勢ち酔れ7：もの獅るζ考えられ磯晶片糊が顔9
聲㌔：、

　不変成古生層は，砂岩を主とするもので，粘板岩・珪岩なざを爽在し，レンズ状石灰岩
　　　せセ
をともなっている。結晶片岩類は，泥質岩に由某する黒色片岩が主体で，砂質砦∵珪質碧

Ptび艶岩なざにそれぞ軸知砂岩片岩・噸腸および艶腸髄ともなう’・　’

．こ9撒の北蜘騨w呼EN耳の茄で・tali’Zl’一行に走る3？叩著蜥膚笹

在する・こ砲らの2囎は渦部的蜥層角磯の存砂よび岩層9韓蟹？飾ら

嫉量慧器鞍諜羅耀第ssg、　　・1＿　　　二，・．．’．tL
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追跡できるが・いち？ξし曝嚇嫡1㌍髄願不麩古蝉は主として繊の
北測を占め，これら才断層めうちの北偲の断層によつ℃；d地域（p南測を占める結晶片岩類

に接している。断層線の分布ならびに不変成古生層のクリッペの存在（後述）なざによっ

て・これらの2断層がいすれ緬上性鞭で麺酵が抄る・不変成古蝉と結晶騰

類との境をなしている北剣の衝上断層（才ガ峠衝上断層）は，，tの地域の東方では花嵩岩

類｝弛て郷れ硯ミ5陳茄｝ま鰍臓（村上尤英・岡村輯・渋谷五郎
窃2）漉野町（蹄、ユ蜘にあ肋れ，頭金枇山付近で，小島丈児がすでに指摘しd

恥建燗上断廊漣謝：るもφと考え命ぢ．記＼h－：　　．H
’穣磁麟岩勧分布力咲の晟層藤向がほぼENE一騨SWで，北璽旺1；騨

30？～40？傾斜しているものと思われる。　　f

編片纐躰要片顎は源縮の成層面どほぼ畷レている・’片理面書ま・2趾断、

膚にはさ゜ま旗駆餌騨‘騨NE7SWないしE－：Wで傾鍬W3・°～45°の傾嘩

1謙贈馳鴎灘姻冊SS晦耳一騰珊躍鯉

諜轍騨層聯；脚〉鰍つ聯に噸砂ゆ
ぐ衆・糎鞭・1㌶一・：L　　　∴．．tte－＿．一，．．

・離繊糊：1こρ撒には）’　JP期岩礁砂ら町て・欄埼騨糊塾よ、岬

英鱗終の酸鰍購類カミ広珍布Y，て．，U・る・．〆．　　∫賦’」∴～

　西鳳嗣山・薬王寺にかけて分布する角閃石・黒雲母花嵩岩は，東西約6km，におよぷ岩

体で，大型の角閃石・少量の黒雲母・ベルト石・石英lb’よび累帯購造をしめす斜長石（中

性長石ないし灰曹長石）なごからなり，岩相は部分によって均質でなくジ琉状組織をしめ

す部分もあり，ま7：一，・有色鉱物がぽとんざ線泥石化∵緑簾石化を受けている部分もφる，9

なお㌃この岩体中にはしばしば結晶片岩の捕獲岩がみられる◎，

　花嵩斑岩は小暑脹としても露出するが，°碧体によって岩相にいちじるしい差異がない。

地域峡桂ガ脚甫に分布する虚5魎に1・一よぶ器鴫周郷にこ嚇力・らあ

がかれたと考え．られる石莫晦岩め小碧脈がレばレば発逮歩るがs’，どの花嵩斑害と石英斑岩

が漸移する部分はみと瀕られない。”
石英麟類は随桝露出し・岩体によ？て湘粒のア・ゆ帳砒よび石英磯晶鮪

tる縮雛ちみつな糊および艦有する糊な鮮と碗婦聯聯μ，

瀦蹴麗含欝繍羨罎墓撫遍儀遍晦1．：
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ホルンフエルス化された結晶片岩類は，もとの縞状構造を残したまま，ちみつになり，一

般に薪生黒雲母の晶凪，部分的には柘榴石の晶出がみられる。

　貫入角礫岩　　宮野涼山の南斜面には，衝上断層（才ガ峠衝上断層）にそって岩相に特

徴のある署体が分布している。この岩体中には，結晶片岩類および不変成古生暦から由来

した砦石が角礫となって捕獲され，角礫種および礫量は部分によってことなる。角礫の膠

結部は，一般に暗黒色を呈し，顕微鏡で観察すると石英・正長石および斜長石の小斑晶を

みとめうる部分がある。宮野北測の沢において，この岩体と石英斑岩体とが接する付近

で，石英斑岩中にこの種岩石が捕獲されているのをみとめた。この岩石の形成は，前記酸

性火成岩類の貫入に先立つもので，衝上断層にそって形成された貫入性角礫岩であるとさ

れよう（第ユ図）。

欝
羅
聾
繋

懸
磯瓢慧

灘
‘懸1

　　　　　　　　　　　　　　　第1図　貫入角礫岩

　　　　　　　　　　　　　　　　左，下方ニコルのみ。

　　　　　　　　　　　　　　　　右，直交ニコルによる。

　モンソニ岩　　調査した地域では1個所のみであるが，大内村小野部落で，結晶片岩脈

つらぬいた約10m程度の含磁鉄9k’一一普通輝石一紮蘇輝石一黒雲母一石英モンゾニ岩の岩を

がある。

　蛇紋岩類　　この地域の西部には，広範にわたって，100m～1000m程度の蛇紋岩の岩

体が分布しており，西端の眞長田村にとくに著しい。蛇紋岩体は結晶片岩暦をdiscordant

にきり，塊状の分布をしめしているが，不変成古生層をつらぬくものはない。蛇紋碧体は

地域東部にはまったくみられない。

　3所謂泉山石次岩について

　山口市西部泉山には，不変成古生層が，結晶片岩類にかこまれ，東西約ユkmにわたっ

て分布している。小沢儀明（1929）は7万5千分の1地質図幅山口によりこれを横移岩塊
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で鱒と解釈した・却こ・杉噸郎（1・939）・，・　1・｝・・　一こP古生層中の石灰岩鯵力》から二髄

の化石を報告している。　　　　　　．．　　　　．　　　　　　　　　・＿　・．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

・・ 著駕・：却襯鮒こ篠斜ρ不変成古蝿ま縄腸類の耳乗つナこクリづ
セあをこ、とを確認しえ書。ジ不豪璽古生膚は泉申Q頂部から南魁面にかけて分布砧．粘板岩

唐と砂糊の聡力≧ら碗て捗廠砦がゴ棚さ熱てしrる・泉山鮪聯1こ噸英

鰐拶燭騰靴≒も！二ρらぬbて分布しs　．．　・q灰糊ユ綿晶質1二⑳？下1・る・不

琳碓層がグリ硲働翌．榔の結晶搾騨断層で墨れかるとのこ≒篭涌
糊明層の連徹鋤するとEにめゼ催蹄どとがでさぽナご諒岬即近では・

艦類嚇部こ破蹄がみられ裾，．．・　．　　、　　・－
　　　　　　　　　　　　　　N変　成　岩　類

　1　構成岩石　　　．

艶片渇この地域では馳腸離黄晶片纐の大聯占めており・主と騨．

瓶：蘇’糀戸゜鐸母lb一よび瀬物力’らなり・一般嚥饒呈し擾白色鰍優黒

色部とが交互にうすいbandをなしてfoliationがよく発達している場合が多い。．ホル

ンフエ 暦化し燃齢岩には・緑泥石が撒て・これにともない黒鶏お雌れ晰

榴石Q晶出がみられる。　　　　　a・　　　　　　　’

t砂岩片岩　砂岩片岩層は，一般に10m～50mの厚さで黒色片岩層に爽在されるが，地

域菓部に嫡零れで・．西部によく発達する。主として曹長石’石英゜緑泥石および絹雲母か

らな転蝿の炭質鞍ともなと’・μ≠しばジ㌍ンがみとめられる・まれセ予嫡糠石

・ステイルプノメレインが生長してい多細晦る。・ホルンフェルス化Wこ部分では・黒

雲母が晶出してきているo

　珪質片岩　この地域では，厚い珪質片暑層はみられす，5m～ユOm程憂の厚さのもの

が普通である6石英が主要な構成鉱物であるが，緑泥石，絹雲母を普通にとぢなう。．‘

：一緑色片岩．　’．tこの地域の緑色片岩類は，’岩相の特徴によつて3つに分けられる6・r∵　’

　D本山変成砦中に普通にあらわれ，一般に（チダン石）・石英・曹長石・陽起石・緑

簾石．微獅腸で代馨れ硫Qで・・淡艶勧眼緑色を呈uV・・　・f・li4ti・n力鰍的

iL｝　．ぐ藷達している線色片岩層6この瑠域では，黒色片岩層中にうすい暮枳として爽左され

糎剛評行醗達し下いる6’『　∴’・’…－L’　　／
　2）山口市鴻の峯を中心として分布する緑色片岩層は厚さ約1　OOOrTiで，片理面の走向に二

ほぼ卒行に北西に伸びており・この中に約50m～60mの厚ミの羅毎片岩層がユ准はさまれ

ているσ顕微鏡で観察するとs一聚片双晶のみら再ろ大摯（ρ・reli磯P珍gioρ1a3eを・ろく：む

可母3toporphyritic．texf壁eがみられる。主として（チタン石）麻海石・石英夕費環冒



山口市周縁の地質
31

・陽起百および緑簾石からなつているが，（1）の線色片岩におけるよりも・紐泥石の量

が少く，石英および曹長石の量が多くなつており，優白である（第2図）。

第2図　（チタン石・瓢泥石）・石英・曹長石・陽起石・線簾石片岩

　　　　　　　　　　　7i’、下方にニコルのみ。

　　　　　　　　　　　右、直交ニコルによる。

3）　眞長田村岩崎付近に分布する緑色片岩層は，一般に，大型のrelict　hornblende

を多量にふくむ緑色暑で，主として斜罰難石・陽起石および曹長石からなり，角閃石はそ

の大部分が陽起石におきかえられている。この岩体は東端で，蛇紋石および方解石からな

る蛇紋岩に直接している（第3図）。

第3図　（角閃石）・曹長石・斜・罰簾石・陽起石片岩盈

　　　　　　左，下方ニコルのみ。

　　　　　　右，直交ニコルによる。

　この地域のこれらの線色片岩層は，いすれもいちじるしい珪質片岩層をともなっていな

いo
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　一’2．層序と堆質構造　　　　‘　　　　．．　　　、．　・　　・

　この地域の結晶片岩類は・黒色片湘が㌍大部分砧めT，・lb一り，t砂耕糊搾ぴ線

色騰層蟹と嘩髄で襟鱗と・結晶片糟の片髄は原縮の蠣醜ほ1㌃致
している・結晶欄馳1・2つ蠣上断彫よ響れよ噺し崎厨によづ窒旨｝ッ1ク化

されているため獣こ碗雛体にわ”？ての結晶ee・　ffのr連の聯離を緯誓るこ

とはできない。・ざ、　J－一一t　　　、　〆晒　∵呪L
　各ブロックでの岩層は」・一ほぼ同斜構造をしめしている。被衝上部を大まかにみると，ほ

ぼ走向rがNW－SEで，　W傾斜（20。ん60。）の傾向をしめしている。従っで，　jこの堪域の

層序は，・凍側が見かけ1の下部層を代表していること1三なり，西側になるほざ見かけ上の

より上部層を代表していることになる61　’：　　’”－　ti　－　　　・

職嫌部薦黒齢糖の中1こらすい緑色牒層1・・よび顧牒層がbt・かに爽在さ

れているが，中央部室は，厚び（1Qob甲罹度）鴻の峯の絶魚片慕層がは（；っでぐる6西部

では，黒色片砦暦中に’うナい緑色片岩層および珪質片砦層をしばしば爽在しt’西偲では砂

耕縮がゑなっぞく’る6’ズ．．　．’．　　t　　’　一

　結晶片岩類には・その片理面に．lineation．がみとめられる。1ineationは・，片理面に

あらわれた微裾曲（小じわ）によるもので・顕著に発運した部分と不明瞭な部分とがある

（ζQ差は必すし甥層種によらなのq岩層の部分1こよって・片理面に2⑳微摺曲が

あらわれ・斜交し7：　2つの1ineationがみとめられる場合もあるが・普通には1方回（ρ

みである。1ineationの方向は，地域全般にわたつていちじるしい変化がある。しかしな

． がら，その変化は，断層による場合をのぞけば連続的である。

　この地域の西部についてみると，衝上断層を境にしで，衝上部では，診岩片岩層および

線色片岩層の分布はよく連続して追跡が容易であり，この部では，岩層の走向方向と
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　－
ineationの方向との片理面上での交角は小さい。これにくらkて，被衝上部では，一般゜

に砦層の走向方向とIineationの方向との交角は大きぐなっており∫・9の部牙では・砂岩

片砦層および緑色片岩層の分布は一一般に膨縮がいちじるしく，連続がよくないようである。

　　　　　　　　　　　　　　　IV　後　　　書

　本稿は，山口市周縁地域のみに対する著者の現在の知識をまとめたものであ．．6。この地

方の古期岩石群は，新期岩石類にポって擾乱および被覆をうけ，しばしばその分布が断絶

されている。この地域のみの調査によって，広くこの地方の古期岩石群を知ることはとう

ていできないが，本稿が，この地方の古崩砦右群の主として地質構造を理解するための1

つの材料となれば幸である。



山　ロ　市周縁噌の地質 33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　献
　　　　　ノヨ　　　ロ　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ　コ

小倉勉（1929）：7万5千分の1山口図幅，地質図及び説明書．

小沢儀明（1929）：7万5千分の1地質図幅徳山を読みでその地域の構造を解釈’す，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地質雑，　36；‘507．　　／

杉山敏郎（1939）’：’ 山口県美爾郡秋吉地方の古生暦の23の新事実について，地質雑，46，13．

小島丈児（1947）：山口県徳封市北方の所謂予攻督類と残父古圭冒との関係について・

，　　　　　　　　　　、　　　　　　　’、・　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　．　　　，　　　　　　　　’ナ也質雑；　53，　S5；レ86．・

小島丈児・岡村義彦・吉野言生・渡辺寛・井上保・下山明・添田晶（’1951）：岩国・柳井・徳山地方

　　　　　　　　　　にお嫡る古期岩層および花醐岩類地域の構造と地史概観乳地質雑57，302“’

小島丈児・岡村義彦（1952）；’柳井地方，地質巡検旅行案内書　　　　　．　　・

村上允英・岡村義彦・澁谷五郎（1952）；佐波郡佐波川流域の地質・山口大学佐波川調奪会gelli；，1；．

∵　・．　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　、　　　　　　　　　　　　　第1号3・

岡村義彦（1953）：徳山地方の三群本中変成岩類の地質および岩石に？い9　，　一・．

　　　　　　　　‘”　＿　偏’心畠’tt…∴　…　v　t「　’｝広島大学地学研究報告・第3c8r．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　・　　・　　　　　：　“忘’∵ざ



、N

　　　　　34　　　．．　　・’・愛旨『『・ジ・1’州

　　　　　　　　　　　Ge°1°gilai1璽1：1讐轟欝s∵∵∵lc町．、ll、

　　　　　　　　∴．，1∵1＼1－∴．，．，lge剛？1甲N9∴1既，、、∴減l

　　　　　qギ蝉11鴨§・喚ρ、・ft恥β4・gym－￥・噸甲a冑9鱒PゆρP・ip・趣s．．4，rg9，．

Th・y　are・P・甲P・・φ・9S－・、．bla・k－・chi賜・ap4・t・n6．’二sc騨・・apdsilice・uS－・chi・t・・

瑠鵠欝e鱒1臼llu∵㌍鯉ll∫咽珊entl’＃ρ葺Pρct’velY身φ

　　　　　The　north』of　this　area・．　is．ocdupi6dd・、by　1．ゐon一魚6tafh6rphic．Palaeozoic

　　　f・r嘩i・血・・…6幡6d・f・即きt6ne・：一’Sha’le．；℃鳩こ姻幽・lim・litσne…　‘一’一囚

　　　　　T亘e丘oh－metamorphic　group　is　in　conta6t　with　the　metamorphic　group　in

　　　th・　relatign・f・verthu・t（saiilafa6・・vゆ・§tう㌧・蘭b・mer　b・ing’th・・bl・ck

　　　thftis’t　，　ov6r”the’1atter　from　the　north．’

　　　　　Thgラ皇・°ldeゆ岬ρP＄a帥t「u蝉y　th・・1・t・マa・idi・i．gne°us　int「u・ives・

　　　■

ぺ 　　．、1　・1…”・も，，　，　　　　．　∵・

　　　　　　・’　1・：．1・い＝．’「　　1『譜．r　・

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　へ璃∴で：’　　　　・　　’「’凸．’　　唱

　　　　　　　　　　　　　．，　　　　　…，で一・－

　　　　　　　忌∫、．㌧1　　ご．照21ご照．．，



き

o

ンレ’、くと
，．∂　げ　亀

・スソニ7

f・り二二て

繋・ウ

’v「

2
　
S
o
o

内

oo
o

sも

≧

渦

頴蓋

い

Y’yり

いへ

醜

噌§
き
醜

惣織1
　　　　　［i’：！11：1llll；

1
㌧
L

II

nlT
’a！！

黙

’1｝1弓

．
）
．
1
　
．
P
t

ma　
f
o

編

W
“L！

o 　　8’；t

畑翫

渉
－
”
’
・
’
t
． 嬬

L
．
u
．
i
r
t

　
擁

．

耐
フ
，
J
M

“”

’Lt　7．

融
ー
1
’
L 　
L

A
k 五

轍、

十’t’→・←十↓←

　＋←←十＋十

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＋
＋

　
　
　
　
　
ロ
　
ロ
　
コ
　
コ
　
コ
　
サ
　
コ

　

　

　

　

†

・
？
ウ
・
7
†
十
’
7
＋

　

　

　

†
か
＋
＋
＋
†
．
＋
↑
＋

コ
　
じ
　
ロ
　
リ
　
ロ
　
　
　
　
リ
　
コ
　
サ
　
ロ
　
コ

†

や
・
や
史
，
†
7
＋
↑
†

　
ロ
　
コ
　
ゆ
　
コ
　
ロ
　
コ

亘

▼

†
†
▲
了
」
u
亨
寺
ゆ

＋
や
＋
†
†
†

　
　
●
　
　
’
　
　
，
　
　
°

＋

†
↑
？

－
　
●
　
o
　
．

＋

†

t

↑
f

二犀＝＝＝ニ
ー

聴：浄

鄭蓑　　　　　　　　　：「u＝：：＿

旛
ー
ン

9
．
N
l
　
－

9

F

掌
糞

、
†
t
4
τ

＋
争
＋

十

十

†

　
ロ
　
　
　
　

触
械

邑

．†．†．◇．＋．†．＋圃卜＋．

匂

＿

融

瞳
世

＼

尋

職　　甜

1・

聴

計
帳

尋

曽炉を

lePヤ

馳

l　l

＋

＋

争

十
†
や

戸
†
を

　　　　斡
‡‡：‡雲

　←←＋v
　　†つ

ひ
・
寸
醜

繋
悼
訴
醜

漁
“

蝉

ー
ー
ま
田1【1・レ

l
n
［
i

馬　望

，

もノ

超

皆

3
畠
　

過
⑯
訴
納

尋
錦
塾

k
“
i
　
“
i
　
h
X

コ

鎌

e

漉

塵

（
19
5
4皓コ

目
1

　＼一ノ

7，、，　，．，＿’　　　　k



F

t

’

　
F
　
　
r
鴇

”

r

1’tぐ

’が

．1
h

●’鵡　・幽巳P篤　”剛甲r＿旧辱

＿

t　
’
t

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ヨ
　
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

、
旨
ロ
嵜
醜
，
灘
e
醇
塒
藩
俸
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

　
　
　
　
　
L
i
n
e
a
t
i
O
n
’
1
　
M
a
P
t
r
’
　
i

（／1

9
5
4
．
1
．
i
i
t
S
－
－
　
M
）

＿

o．

2
S
o
o

憲
ざ

　
　
°

’ t
’
　
t
’
t

＿

㌔
．
』

：
　
　
’

　
t
t
t

’

●

t

k

F


